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終わりに
はじめに
　新聞社に勤務していた1995年 1 月17日、筆者は阪神・淡路大震災の取材を体
験した。それ以来考え続けたのは、「大規模な自然災害時における新聞記者の社
会貢献とは何か」だった。つまり「被災地や被災者を取材し、情報発信するこ
とが貢献であることは明らかだが、どんな情報を優先すればよいのか」さらに
「情報発信以外にも貢献方法があるのではないか」ということだ。関西大学の教
壇に立つようになった2011年 3 月、東日本大震災が起きた。この年の 6月から
学生とともに被災地でのボランテイア活動などを始めこれまで 8 回訪問した。
2回目に宮城県石巻市の石巻日日新聞社を訪ね、武内宏之常務取締役報道部長
（当時）にインタビューして、壊滅的な打撃を受けた小さな新聞社の苦闘を知っ
た。その新聞社が2012年11月、石巻市内にバーなどの複合施設「石巻ニューゼ」
を開き、武内が『マスター』になった。私が考え続けていたことと同じことを
竹内部長らも考えていたことを知った。つまり「記者は書くこと以外にも様々
な方法で社会貢献できる」ということだ。〔Ⅰ〕では石巻日日新聞の「石巻ニュ
ーゼ」を通じて記者の社会貢献の事例を検証する。また〔Ⅱ〕では阪神大震災
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を通じ「災害時にはどんな情報を優先して発信すべきか」と「記者の社会貢献
のあり方」について検討したい。
Ⅰ　石巻日日新聞の被害と現状
　最初に石巻日日新聞社を訪問したのは震災から半年たった20011年10月 1 日で
ある。訪ねたのはその直前の 9 月25日、台湾で開かれた国際新聞編集者協会
（IPI）年次総会で石巻日日新聞は特殊功績賞を受賞したからだった。東日本大
震災の直後、輪転機が止まるなど極めて深刻な被害を受けたにもかかわらず、
6日間にわたって手書きの壁新聞を発行し続け避難所などに張り出したことが
高く評価された。このネット時代に手書きの、しかも「壁新聞」という最も古
典的な新聞発行形態を、非常時に採用したことの意外性が、多くの国のジャー
ナリストや市民に、被災地の惨状と被災者の苦痛をリアルに想像させるよすが
となった。
1 ．震災直後の石巻日日新聞社
　以下は訪問当時、武内から聞いた震災当日から数日間の状況である。
　「 3月11日は首の下まで水につかりながら市役所などを取材した。車も水没し
たが、バッテリーは持ち出した。携帯も途切れたが夜の 8時ごろメール着信が
復活した。どこで知ったのか『ちょっと充電させてください』と市民もやって
きた。しかし輪転機などは壊滅的打撃を受け、やむなく手書きの壁新聞発行を
決めた。小学生より下手な字だった。『それでもやめたら私たちの存在意義がな
い』と社長は言った。社長はウエットスーツの会社を経営しており日日新聞の
経営立て直しのため社長に就任した人物で新聞づくりに関しては素人だ。」
　「携帯でワンセグ放送を視聴し初めて地震の規模が分かった。携帯で知った情
報の一部を、典型的なアナログの壁新聞に掲載するのは奇妙な感触だった。食
事を口にしたのは 3日目だった。それまで空腹にすら気づいていなかった。社
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長を含む 5人が一個のインスタントラーメンを小さな鍋で作って食べた。社長
は言った。『スープは飲むな。残しておけ』という。保存食のご飯を混ぜたら雑
炊になるからだった」。
　「壁新聞のことをどこかで聞きつけたのか、3月23日、突然ワシントンポスト
の東京特派員が訪ねてきた。そしてこう質問した。『なぜ君は（新聞発行を）あ
きらめなかったのか』。私は思った。この人は一体何を聞きたいのか。あきらめ
たら終わりじゃないか。私の頭の中に、発行をあきらめる、という選択肢がそ
もそもなかった。うちの社長はかねがね言っていた。『地域あっての地域紙だ。
その地域がひどい状況に追い込まれる時こそ、あらゆる知恵を絞って書き続け
なければならない』。私たちはジャーナリストであると同時にローカリストだ」。
このローカリストという言葉は後述するように、石巻日日新聞社社長、近江弘
一のキーワードである。
2 ．現在の石巻日日新聞社と「石巻ニューゼ」
　結局、様々な労苦を重ねながら石巻日日新聞社は新聞印刷を再開し、部数は
震災前の 1万 4千部から大幅に減少して現在もようやく 7千 8百部にとどまっ
ている。経営も苦しいがその中で近江は2012年11月、石巻市内の中心街のビル
内に約 1千万円を投じて「石巻ニューゼ」をオープンさせた。「創刊100周年記
念事業」として企画したもので、一階は「石巻ニューゼ」という博物館、 2階
は約50席の「レジリェンスバー」である。「ニューゼ」とは「ニュース」とフラ
ンス語の「ミュゼ（博物館）」を掛け合わせた近江たちの造語だ。「レジリェン
ス」は復元」などの意。ニユーゼには震災当初に避難所などに張り出した 6枚
の壁新聞のほかこの新聞社の歴史を示す資料などが展示されている。
　武内はここの館長に就任した。バーのマスターも兼任だ。新聞社の経営する
風変りな博物館とバーについてこう説明する。「もともと新聞社は多くの市民が
出入りする場所の一つだった。駅も同様で、博物館もバーも出会いの場として
多くの市民や情報の交差点として役立ち、復興の足掛かりになるだろう。被災
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地の新聞社として必要不可欠な社会貢献の手段だ」という。
　近江は2012年10月18日の「創刊100周年記念特集号」の 1面社告で「石巻ニュ
ーゼ」を開設するに至った決意を、同社の歴史と絡み合わせながら、次のよう
に書いている。
　「大正元年に東北日報として産声をあげ、翌年に石巻日日新聞社と改題
し、以来石巻市を中心にまちの話題を届けてきました。当時、石巻は鉄道
の開通、北上川の改修と経済的に発展する基盤が整備されつつありました。
大きく変わろうとしている時期をとらえて、創刊者の山川清は、名実共に
地域の中核のまちとして発展を遂げるには、住民の意識変革も必要と、「地
域世論の喚起」のため石巻地方で初めての日刊紙発行に踏み切ったのでし
た。以後、大恐慌、戦争など時代に翻弄されながらも、地域とともに乗り
越えてきました。
　そして平成23年 3 月11日に襲ってきた東日本大震災。地域は大きな損害
を被り、多くの仲間を失いました。千年に一度と言われる大震災の被災地
の名を背負いながら、まちの再生を期すため、復興元年と位置づけ動き出
した今年が、石巻日日新聞の創刊100周年ということに因縁を感じます。創
刊時の先人の地域に対する思いを胸に、石巻市、東松島市、女川町の新し
いまちづくりの情報を伝え、また、地域のオピニオンリーダーの一端を担
っていきたいと思っています。（中略）100周年記念事業としては、石巻市
中央 2 丁目に絆の駅「石巻ニューゼ」を11月 1 日にオープンいたします。
この事業が地域に少しでも役に立てばと思っています。近くにお越しの際
はぜひお立ち寄りください。」
3 ．「石巻ニューゼ」から生まれた「こども新聞」
　ニューゼやバーには老若男女を問わず、様々な人たちが出入りする。もちろ
ん近江や武内のほか、石巻日日新聞社の記者たちも頻繁に立ち寄る。バーでは
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ミュージシャンがミニコンサートを開いたりもする。昨年 1年間で訪問者は 1
万人に達した。小さな新聞社のユニークな施設として全国から見学者も絶えない。
　そうした「絆」から生まれているものの一つに「石巻日日こども新聞」があ
る。ブランケット版 4ページのカラー印刷で毎号 4－ 5万部を石巻周辺に配布
する。記事はニューゼに常駐する「一般社団法人　キッズ・メディア・ステー
ション」（太田倫子・代表理事）のスタッフらが用意し、石巻日日新聞社が制
作・印刷する。ユニークなのは書き手だ。15人の記者全員が幼稚園児から高校
3年生までの子供達で、自分の書きたい素材を取材、執筆し大人たちが手直し
する。原則署名制である。全国紙や地方紙の「こども新聞」は通常、大人の記
者が執筆するが、石巻日日こども新聞は、この点で根本的に異なる。
　例えば題字からしてユニークだ。地元の高校 1年生の女子がデザインしたも
のをカラーでまとめている。たとえば2013年12月11日号の 1面トップは、「石巻
の若者、世界を見た」で、地球 1周の旅をし石巻港に入港した「オーシャンド
リーム号」を高校 3年生が取材し、約150行ほどにまとめた大型記事だ。その下
には「記者魂シリーズ」がある。こども記者が石巻日日新聞社の記者らにイン
タビューする企画記事で、この日は同社のコミュニテイ事業部で地域情報を発
信している谷川智香子さんに普段の仕事を尋ねている。「お寺のお嫁さんでもあ
ります」と余分なことまで語らせているのが、お茶目な子供を彷彿とさせる。
さらにその下の自動車のデイーラーの店の広告もユニークだ。子供が手書きで
書いた広告をそのまま掲載し、しかも子供記者の一人で小学 1年の男児が写真
で登場し「イベントもあって、ぼくたちこどもも楽しめるよ」との吹き出しま
でついている。
　この新聞の隠れた最大の特徴は、紙面からそれぞれの子供記者の成長がうか
がえることだろう。幼稚園児の時代からコラムをもっている記者もいる。門脇
小学校 1年、酒井圭佑君の「アトリエけいすけ」と名付けたイラストコーナー
だ。文章はまだ無理ということで、2013年 3 月11日号は、「つよいおに」とい
う、いかにも幼稚園児らしいイラストだが、小学校に上がった直後の 6月11日
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号では「きむちまん」などの漫画に変わり、 9月11日号ではイトトンボの写実
的な絵画に進化。さらに12月11日号ではかぼちゃなどで作った工作などの写真
を掲載するまでに成長している。　武内は「この新聞は、石巻の復興を背負う子
供たちの成長には欠かせないツールだ。新聞社の機能をうまく有効に使いなが
らの社会貢献だ」と話す。
4 ．石巻日日新聞社のDNA
　元々、兵庫県でウエットスーツの製造会社を経営していた近江は、赤字続き
の石巻日日新聞社の再生を依頼されそれを見事に成功させた実績をもつビジネ
スマンだ。その近江が今、新しいビジネスを構築しようとしている。石巻市を中
心とした地域を対象とした月刊のフリーペイパーで、5,6万部を想定している。
　震災で痛手を受けながらなんとか社員30人体制を維持し、年間売上とほぼ同
額の借入金で新しい輪転機を購入するなど、その不屈の精神、DNAは一体、何
に根差しているのか。そのカギは同社の歴史の中に見出せる。
　近江の社告にもあったように同社は1912年10月、石巻地方初の日刊紙として
創刊された「東北日報」がその前身である。もともとこの地方で酒造業を営ん
でいた事業家、山川清が印刷業や全国紙の販売店を営む傍ら、事業を発展させ
る格好で日刊紙の発行に踏み切った。当時、仙台では河北新報と東北新聞が激
しい競争を展開し、敗れた東北新聞は1910年に廃刊し、山川は東北新聞の古い
活字を買い取ったり、河北新報から古い印刷機を譲り受けるなどの苦労を重ね
ながら徐々に経営を軌道に乗せていった。大正の末期には同盟通信にも加盟し
て全国ニュースを掲載するなど紙面を充実させ、やがて全国紙が先行させたよ
うな読者獲得のための様々な事業を展開し始める。
　昭和に入ってまず「石巻名産品人気投票」を企画した。新聞の紙面に印刷さ
れた投票用紙に自分の好きな地元特産品を書き込んで競うもので、読者だけで
なくメーカーまで巻き込んで町の話題となった。最後は地元の有力商品、鰹節
の製造業者 2社が首位を争った。この人気投票はそのうちに和菓子やササカマ
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ボコなどの商品ごとに細分化される一方で、特産品以外の「艶福家」｛書家」「悪
筆家」「名物男」「親分」「芸妓」にまで及んでいった。現代のネット社会で盛ん
な「ランキング」を昭和の初めに既に始めていた。東北の小さな地域紙の先見
性がうががえる。
　事業はさらにスポーツや観光、音楽の分野にまで広がっていった。石巻駅と
共同で相馬野馬追い祭りの観光団を募集する一方で、少年野球大会を開いたり、
東京の芸能人を呼んでの興行など、次々に新手を打った。石巻日日新聞社の成
功に刺激されたのか、石巻市周辺で昭和の初期にかけ次々に新しい日刊紙が産
声を上げ、一時は 6紙を数えたが、結局生き残ったのは、きめ細かい紙面と事
業をかみ合わせながら読者を獲得していった石巻日日新聞社だけだった。
　こうした紙勢に影を投げかけたのが戦争の拡大と軍部の弾圧だ。戦争が拡大
した1938年ごろから、飛行場建設の位置を特定した記事を掲載すると「軍事機
密に触れるので注意するように」と指示されたり「海運関係の施設に関する記
事が新聞に掲載せざるよう特に注意するように」など命令を受けた。
　戦争の長期化による物資不足と日米戦争へと急旋回していく中で軍部と政府
は1940年、全国の新聞を一県一紙に統合する方針へ打ち出した。社史は言う1）。
「大正元年に創刊以来、地のにじむ思いで育て上げ、ようやく経営基盤も確立し
て30年。いかに特高の命令とはいえ、おいそれとは応じるわけにはいかない。
官憲の不法圧迫には断固として抵抗すべしなどの声援が相次いだ」という。結
局記事の差し止めや発行停止という妨害手段に対し、発行を主張し続けたが、
特高は最後の手段として取引先の紙問屋に圧力をかけ、用紙の供給をストップ
させてしまった。紙が入手できなくてはどうにもならない。こうして1940年10
月31日付発行「第8684号」をもって廃刊届を出した。
　戦後、復刊したのは1948年である。地元の戦災復興とともに紙齢を重ね、1970
年には東北のローカル紙としては初めてオフセット高速輪転機を導入するなど
して、戦前と同様の地位を再構築した。戦災からフェニックスのようによみが
えった同紙の不屈の精神がDNAとなって、世界の耳目を集めた「 6枚の壁新
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聞」発行に繋がった、といえるだろう。
Ⅱ　阪神大震災と「希望新聞」の創設
　ここでは筆者が関与した「希望新聞」を振り返りながら「はじめに」で述べ
た「大規模災害時にどんな情報を優先すべきなのか」と「災害時における新聞
記者の社会貢献のありかた」について検討したい。
1 ．希望新聞の誕生
　阪神大震災が起きた1995年 1 月17日の深夜、毎日新聞朝刊（大阪本社発行）
で、被災者専用の情報特設ページ「希望新聞2）」が生まれた。この時点で死者
は、千六百八十一人、行方不明は千十七人に達していたが、震災の実相はまだ
まだ闇に包まれていた。どの程度まで、都市機能が崩壊したのか。回復にどの
くらいの時間がかかるのか。なぜ高速道路や新幹線の橋脚が倒れたのか。
　日本の全国紙は戦後、様々な大事故・事件を報道してきた。社によって態勢
は異なるものの、それぞれのノウハウを蓄積し、記者を養成し、システムを構
築してきた。　しかし、もしその中からこぼれてしまうものがあるとすれば……。
それが読者にとって大切なものであればあるほど、何万ページの報道を行って
も、結局は読者にとって、新聞は遠い存在でしかない。「震災報道のなかで、
我々は何か大切なものを忘れてはいないか」「今後三ヵ月、半年の震災報道で最
も大切なポイントは何か」。　
　伏線があった。震災直後、被災者から本社にこんなファクスも飛び込んできた。
「家族や知人の死、火災、財産の焼失は、ここではすでに当たり前のことで
ある。その絶望や悲しみをあらためてマスコミで報道してもらうことは、
被災者にとって全く無意味である。
（中略）新聞には避難所の場所やその状況、給水や給油の場所、通話可能な
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電話、食料の供給可能な地点、危険な地域を明示して欲しい」
「我々が忘れてしまいそうなこと」をこのファクスは示しているように思えた。
　専門家の指摘もあった。
　地震当日午後、大阪市内で防災研究者らに緊急に集まってもらい、この震災
をどう見るか、座談会を行った。
　その中で京都大学防災研究所の林春男助教授（当時）が「一年前に米西海岸
で発生したノースリッジ地震の際、地元のロサンゼルスタイムズがプロジェク
ト・リバウンドと銘打って、地域社会のスムーズな復旧を目指し、被災者向け
の情報を大量に送り込んだ」という事実を紹介した。林助教授の話は、これま
で通りの災害報道の手法以外に、「別の視点もある」との助言にほかならなかっ
た。
　こうして「被災者のための紙面の特設」というイメージが固まった。
　主眼点は①「すぐに役立つ情報やノウハウ」②「被災者への励まし」─の
二点。
　具体的には、「被災者がいつ、どこで、どんな援助が受けられるか」という
「インフォメーション・コーナー」、被災者に役立つ「Q＆A」、毎日新聞社会事
業団に救援金を寄せた人々の氏名と一言メッセージの「がんばれ」コーナー、
被災者自身が語る「いま私は」だった。
　これまでのように「発表した」などの表現は省略する一方で、被災者に必要
な要素は詳しく書き込むように努めた。震災二日後から高まった「お風呂に入
りたい」との要望には、公共交通機関で行くことの出来る被災地や周辺市の銭
湯を紹介して応えた。営業時間や所在地以外に最寄り駅とそこからの徒歩所要
時間も入れた。「徒歩時間まで必要か」との疑問もあったが、「真冬に電車で行
かないかん人にとって、湯冷めするかどうかの目安が必要やないか」という意
見が決め手となった。
　ページのタイトルが決まったのは、新聞印刷の六時間前だった。「よみがえれ
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被災地」、「復興新聞」、「希望新聞」……。様々なタイトルの中で最後に残った
のが「希望新聞」だった。現場を走り回る記者は、読者のニーズを見つけるの
に苦労しなかった。医療は、食料は……。営業中のスーパーやガソリンスタン
ド、無料公衆電話設置場所、給水場なども特集した。被災した外国人に対する
各団体の救援呼びかけについては、英文はもちろんタイ語、スペイン語などそ
のまま載せた。
　戦後日本の報道史上、大規模災害で被災者向けミニ情報の専用頁を制作した
のは希望新聞が最初である。
2 ．読まれているという実感
　銭湯情報を再三載せたら、当の銭湯から「客が来過ぎて困る。掲載をやめて」
という苦情も寄せられた。　最初の十日間、本社で希望新聞を担当し、その後、
担当を外れ被災地へ取材に出た若い記者は、避難所の壁に張り出された希望新
聞を見て「新聞の原点を見た」と感じた。
　希望新聞発足当初から約一ヵ月間編集に携わった別の記者は「これは新聞記
者の仕事なのだろうか」と思った、という。銭湯に電話をかけて詳細な営業状
況をまとめたり、無料公衆電話の設置場所の原稿化の中で、従来の災害報道と
はやや距離を置いたポジションにもどかしさがあったのも事実だ。おなじ記者
が取材で訪れた神戸大学の研究室である講師からこんな話を聞いた。「私は神戸
市灘区で被災した。自分の住んでいる場所なのに、どこへ行けば必要な物が手
に入れられるのかわからない状況が続いた。希望新聞の情報が役に立った」。
　震災一ヵ月後の二月十七日が過ぎ、震災報道が「第二コーナー」をまわり、
三月二十日、東京で地下鉄サリン事件が起きると、新聞の多くのスペースはこ
の事件やオウム真理教に対する警察の捜査のニュースで埋まり、震災報道は、
特に東京を拠点にした民放や週刊誌では、潮が引いたようになった。
　希望新聞をこのまま継続できるだろうか。どんな紙面にしたらいいのだろう。
読者からの情報提供が途絶えるのではないか、とスタッフは不安になった。し
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かし希望新聞編集室への電話、はがき、ファクスは絶えなかった。記事に対し
て「もっと突っ込んで」という苦情もあったし、間違いの厳しい指摘もあった。
途中から月曜日付けだけ希望新聞を休みにしたところ「もう被災者を見捨てた
のか」という電話すら飛び込み、火曜日になって希望新聞を見て「まだ続ける
ことが分かって安心した」という反応もあった。
　希望新聞には毎日新聞の社会事業団に寄付金を寄せてくれた市民から、金額
の多少にかかわらず「救援メッセージ」を募った。限られた字数なので、部内
では「頑張れ─など、同じよう短文が並ぶだけだから、読者は飽きるだろう」
との意見もあったが、「短い文章なりのリアリテイもあるはずだ」との判断か
ら、紙面に余裕があらばできるだけ載せるようにした。以下はその抜粋である。
それぞれの「神戸との絆」がうかがえて興味深い3）
▽ 「わたしのおとしだま、あかちゃんにあげてください」
 （京都市・西畝美央ちゃん）
▽ 「芦屋に住む私の祖母も家屋の下敷きになり圧死しました。その火葬もで
きず中学校の教室に安置されたままです」 （大阪府・大川千鶴子さん）
▽ 「今何かしないと、一生後悔すると思いました」 （大阪市・平田幸子さん）
▽ 「お年玉の残りで本を買おうと思っていたお金です」
 （大阪府・三木悠平・香夏子・栄里奈さん）
▽ 「小さな子供のミルク代金にでもなれば。家族 4人の気持ちです」
 （大阪市・川口ますみさん）
▽ 「テレビでおむすび 1 個を一家で食べているのを見て、何かしなければ
と」 （和歌山県自動車整備振興会）
▽ 「大好きな六甲連山へどのコースからでもトレーニング出来る日を待って
います」 （大阪市・谷口義雄さん）
▽ 「小さな会社の一人ひとりの気持ちがこもってます」
 （大阪市・エスミック社員一同）
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▽ 「神戸は夫が生まれ育った街です」 （京都市・木内由以子さん）
▽ 「社会人になった息子からもらったお年玉です。役立ててください」
 （大阪市・大平洋さん）
▽ 「神鋼ラグビー部のみなさん、がんばってください」
 （広島県・佐藤恵美さん）
▽ 「希望をもち続けてください。少額でお許しください」
 （大阪府松原市の零細ユニホーム屋）
▽ 「私共も昨年 9 月、不慮の災難で娘を亡くしました。肉親を失った悲し
み、苦しみを分かち合いたい」 （和歌山市・山本達郎さん）
▽ 「ぼくのお年玉を使ってください。ぼくと同じ 5歳の人も頑張ってね」
 （大阪府堺市、奥田洋之さん）
3 ．災害時の記者の社会貢献
　いうまでもなく、記者の社会貢献の最たるものは、取材し情報発信すること
だ。しかし災害時は必ずしもそうは言えない。例えば倒壊した家屋の下敷きに
なった市民を取材する前に、場合によってはまず救出作業に協力することが一
人の人間としての責務であることは自明の理である。本稿の冒頭で言及した「災
害時に書くこと以外にできる社会貢献」に関わるポイントとして次の 2点を挙
げたい。
① 先の倒壊家屋の例のように「人命優先」はもちろんのこと、被災者の救
援に役立てるために迅速な作業が必要なケース
② 「被災者支援」に役立ち且つ、記者の感性を研ぎ澄ますことができるケー
ス
　この 2 点はいずれも「書くこと」よりも優先されてもよい─と筆者は考え
ている。それぞれ阪神大震災の際の事例を基に以下で検討したい。
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（ 1）市民救援船「希望丸」の派遣
　阪神大震災から 4か月あまりたった1995年 5 月末、ロシアのサハリンで大規
模な地震が発生した。「サハリン北部地震」と言われる震災で約2000人が死亡し
た大災害だった。神戸の震災で世界各国から救援物資や様々な形の激励、救援
をもらった日本の市民団体などは「今度は私たちの番」と、各地でサハリンに
向けた救援物資を募った。そんなある日の夕刻、毎日新聞大阪本社のある部署
でこんなやり取りがあった。
記　者　　「日本の各地の港の倉庫で、サハリン向けの救援物資が大量に積
み上げられたままになっています。現地に運ぶ船舶を市民団体
では調達できないからで、みんな困り果てています。これを原
稿にしたいのですが…」
デスク　　「滞留している物資の量は？」
記　者　　「ざっと100トンです」
デスク　　「わかった。すぐ記事にしてくれ」
　傍らでこのやり取りを耳にした筆者は原稿にストップをかけた。記者の取材
が完結していないように考えたからだ。記者自身が100トンの物資を運べる船舶
を探したのかどうか質問したが、記者は「それは市民団体の仕事で、記者の仕
事ではない」という。ここで見解は分かれたが「翌日の朝刊に記事が掲載され
たら、窮状を知った誰かが運搬船を見つけてくれるかもしれないが、それでは
遅い。医薬品や食料、衣類など一刻も早く届けねばならない物資だろう。とり
あえず記事の執筆はやめて、我々で船を探そう」。居合わせた 5，6人の記者が
あちこちの海運会社に電話を入れたが、見つからなかった。しかし 1時間ほど
してようやく神戸支局の海運担当記者が、無料でウラジオストックまで運んで
くれる船主を見つけた。
　「市民の善意、宙に浮く」という記事はボツになったが、若い記者には代わり
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の仕事ができた。コンテナ13個の物資を積んだ約 5千トンの木材運搬船に同乗
し、ウラジオストック経由でサハリンに向かうことだった。物資がどのように
役立っているのか、役立っていないのか。現地の実情を刻々とレポートし、連
日の紙面に掲載することができた。もちろん記者だけではこうした事業は不可
能だ。各地のNGOや医師の組織、海運会社の団体などの協力がなかったら実
現できなかったことは言うまでもない。これが前述の①のケースだ。
（ 2）「希望コンサート」の実施
　阪神大震災から 3か月余りたった 4月中旬だった。「希望丸」の時と同様のや
り取りがあった。
記　　者　　「知人のジャズピアニストが神戸で被災者激励のコンサートを
開きたいと言ってきました」
先輩記者　　「わかった。うちの事業局の担当者を紹介しよう。事業局にコ
ンサートを実施してもらって、当日それを君が記事にしてくれ」
　このケースも筆者はとりあえず事業局への紹介をストップさせた。メディア
には自社主催のスポーツ事業や音楽・芸術事業を専門に担当する部署がある。
会場の確保から広告・宣伝、イベントの運営など専門のノウハウをもった社員
が配置されており、先輩記者は彼らにコンサート開催を任せよう、という判断
だった。これはあながち間違っているとは言えない。しかし別の考え方もある。
記者はいくら取材を重ねても、被災者の気持ちに完全に寄り添うことは不可能
だ。しかしその努力を惜しんではならない。「気持ちに完全に寄り添う」とは、
取材だけではない。ある種の共同作業も必要で、そこから共感も生まれる。記
者の感性が磨かれる。だとしたらコンサートも記者集団が開催してもよいでは
ないか。何かを感じ取ることができるかもしれない。
　こうして1995年 5 月 7 日、神戸市内の神戸市産業振興センターで「希望コン
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サート」が開かれた。当時、米国に在住していたピアニスト、池宮正信さんが
黒人音楽「ラグタイム」などを演奏したユーモアたっぷりのトークもあって約
300人の聴衆が詰めかけた会場は拍手と笑いに包まれた。被災後は好きな音楽を
楽しむ心のゆとりを失っていた聴衆の 2人に一人は涙を流していた。地元のボ
ランテイア団体の協力があったとはいえ、わずか 2週間あまりの間に10数人の
記者が、通常の取材活動以外に、会場探しからビラ制作、池宮さんとの打ち合
わせ、余震が起きた際の避難誘導の練習まで休日返上でこなすのは、かなりハ
ードな仕事だった。記者の間に不満がなかったわけではない。しかし彼らは聴
衆の涙や、終了時の見送りの際に多くの市民から「つぎのコンサートはいつで
すか」と期待を込めて質問されたとき、誰も「今日だけです」とは言えなかっ
た。結局これ以降も 2回、同じ会場でコンサートを開催した。どの記者からも
不満は出なくなった。記者にとってこういう社会貢献もあることを彼らは自分
の目と耳と肌で確認したと思う。
おわりに
　記者の社会貢献について様々な手法があることを述べたが、引用した事例は
いずれもシンプルなケースである。「議論するまでもない」「当たり前の事」と
いう向きもあるかもしれない。しかし刻一刻と状況が変化する災害時に「当た
り前の判断」をするのは難しい。どんな記者でも、ともすれば「いつものパタ
ーン」で仕事しがちであり、直面した事態によって瞬時に通常とは異なる判断
を下すには柔軟性と力が必要だ。まして今後はSNSなどネット時代の多様なツ
ールの利用も合わせて検討しなけらばならない。この点に関してはいずれ稿を
改めて検討したい。
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